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待望のパウル ・クレー ・センター

6月20日にオープンされ、世界中の注目を集めている。

去る6月20日、ベルンのパウル ・クレー ・センター (Zentrum Paul Klee)がオープン

した。パウル ・クレー財団と連邦、ベルン州、ベルン市などが共同して、一大文化セン

ターの完成となった。1997年5月、クレーの未亡人リヴィア ・クレー=マイヤーさんが、

所蔵のクレーの作品をベルン市に寄贈し、その際、それまで分散していたクレーの作品

や資料をひとつのところにまとめたセンターを2006年までに実現することを条件として

出した。こうして、急速にクレー ・センターの実現が具体化した。関西国際空港やバー

ゼルのベイエラー美術館を手がけた建築家として知られるレンツォ ・ピアノ氏の手によ

って、ベルンFruchtlandに3つの丘を型どった建物が出現したのである。日本人にも、

大変人気のあるパウル ロクレーの一大拠点として、今後多くの訪問者が期待されている。

パウル ・クレーの残した作品は、1万点

を超えると言われる。クレー ・センター

では、その内の40%、 つまり4千点にのば

る作品を所蔵 し、加えてクレーに関する

諸資料、文献、出版物などを集め、一人

の芸術家をテーマにしたコレクションと

しては世界最大規模のものになる。

センター内には、特別展 ・コレクショ

ン展のスペースをはじめ、コンサー トホ
ール、文化活動用ホール、子供のための

美術館スペース、最新設備を備えたコン

グレスホールなどが含まれ、多様な芸術

表現の形が相互に絶え間なく影響 し合い、

相乗効果を生み出す環境が整えられている。

従来型の美術館 とは違い、パウル ・ク

レーの作品展示にとどまらず、クレーの

人となり、人生、作品研究などの紹介に

も力が注がれ、多岐にわたる芸術表現の

プラットフォームの役割を果たしていく

ことになる。

コレクション会場では、パウル ・クレー ・

センターの所蔵するクレー作品が時系列

でグループごとに紹介され、展示を通 じ

てクレーの、その時々の気分や精神状態

が理解 しやすいように工夫されている。

ここでは、半年に一度作品が入れ替えられ、

未公開の作品群などを観る機会に意まれる。
一方、特別展会場では、オープエング

特別展 (2006年3月5日まで予定)『 Kcin

Tag Ohnc Linic(Nulla dics sinc linca)』 (一

行も書かれない日はない)と いうタイ ト

ルで、クレー晩年の作品が展示される。

Nulla dics sinc lincaヤよ、 『HistOria Nattralis

』 (プリエウの 「自然史」)か ら引用さ

れた一文で、クレーはこの言葉を1938年

の作品力タログの365番目に記している。

つまり、一
年を通して、毎日作品を描いた、

という意味であろう。1939年という年は、

クレーにとってそれまでにない多産な年で、
一年間で何と1200枚の作品を描いた年だ

った。 日記のように作品を描 く、という

クレーの規律が最も特徴的に出ている作

品群といえる。

クレー ・センター内に入ると、全長150

mに 及ぶ 「美術館通 り」 という通路兼フ

ロアーがあり、そこには、テケット購入

の窓口あり、クレー ・センターについて

の情報が調べ られるコンピューターあり、

カタログ、出版物、絵はがきなどが自由

に見 られる書店あり、展示観賞の前後に

くつろげるカフェありと、さながら散歩

道のように楽しめる。図書館、事務所な

どもここからアクセスできる。

パウル ・クレー ・センターに

隣接してレス トランが独立して

ある。ここは、美術館の開館時

間以降も開いているので、展示

の観賞後、のんびりと食事をし

たり休憩するのにいい。
一日たつぷり時間をとって、

スイスを代表する芸術家パウル ・

クレーの作品と人をじっくりお

楽しみ下さい。
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間近に見るパウル ・クレー ・センター

「美術館通りJは 広々として気持ちがいい 牧草地の向こうに見えるクレーセンター


